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鷹狩は今でも民間の一部に伝承されており、地名にも鷹番（東
京都目黒区）や御巣謄山（群馬県、昨夏日航機事故の地）などが
ある。鷹狩は五～六世紀ごろには、かなり広まっていたようで、
群
馬
県
佐
波
郡
境
町
か
ら
は
、
尾
羽
に
鈴
を
つ
げ
た
鷹
を
左
手
に
し
た
鷹
匠
耽
輪
が
出
土
し
て
い
る
。
律
令
制
国
家
か
ら
豊
臣
政
権
ま
で
の
放
鷹
制
に
つ
い
て
は
研
究
が
乏
し
い
が
、
伝
統
は
継
承
さ
れ
、
戦
国
大
名
は
鷹
狩
を
領
内
把
握
や
敵
情
視
察
の
手
だ
て
と
も
し
た
ら
し
い
。
徳
川
家
康
は
鷹
狩
好
き
で
生
涯
に
千
回
以
上
試
ふ
た
と
い
わ
れ
る
。
臓
場
制
度
は
三
代
将
軍
家
光
の
代
に
整
備
さ
れ
、
の
ち
中
断
も
あ
っ
た
が
八
代
吉
宗
の
時
に
再
編
強
化
さ
れ
、
幕末文久一一一年正月、千住筋への最後の鷹狩に及んだという。慶応
三
年
四
月
縢
場
廃
止
の
触
れ
で
蕊
府
の
鷹
場
制
は
名
実
と
も
に
歴
史
を
閉
じ
たのである。
徳
川
氏
は
鷹
狩
の
挫
物
を
禁
裏
に
献
上
し
て
い
た
が
、
順
答
関
係
は
朝
廷
と
幕
府
、
幕
府
と
大
名
だ
け
で
な
く
、
大
名
相
互
に
、
ま
た
朝
鮮
通
信
便
や
琉
球
慶
賀
使
と
も
行
な
わ
れ
た
。
明
治
国
家
で
も
、
鷹
場
制
は
形
を
変
え
て
受
け
つ
が
れ
、
御
狩
猟
場
の
設
定
と
な
り
、
皇
室
の
遊
猟
ば
か
り
で
な
く
外
国
貴
賓
の
接
待
に
も
利
用
さ
れ
た
。
本
書
の
解
説
で
は
、
下
総
国
習
志
野
御
猟
場
の
例
を
挙
げ
て
い
る
が
、
明
治
十
二
年
十
一
月
十
七
日
ｕ
、
東
京
府
豊
島
・
埼
玉
県
足
立
・
千
葉
県
南
葛
飾
の
三
郡
は
御
猟
場
村
の
指
定
を
東
京
府
八
新
刊
紹
介
Ｖ
村
上
直
・
根
崎
光
男
箸
『囑場史料の読承方・調べ方』
法
政
史
学
第
三
十
八
号
に
請
願
し
、
十
四
年
四
月
十
八
日
、
習
志
野
原
が
指
定
さ
れ
た
。
雄
子
・
野
兎
な
ど
の
繁
殖
で
農
作
を
害
し
村
民
の
愁
訴
が
止
ま
ず
、
二
十
四
年
四
月
、
猟
場
区
域
を
減
縮
し
手
当
金
を
増
額
し
た
。
満
了
期
限
の
三
十
八
年
四
月
に
関
係
町
村
民
の
請
願
に
よ
り
存
臓
が
決
ま
っ
た
が
、
同
年
三
月
、
宮
内
大
臣
田
中
光
顕
に
提
出
し
た
村
々
総
代
の
言
上
書
を
本
書
に
引
用
し
て
い
る
。
本書は口絵図版五十六ページにわたって慶応一一一年鳥猟証文はじ
め十五点を掲げ、その釈文は本文中に示し、次の順に解説してい
る。
１
鷹
場
史
料
の
所
在
と
調
査
法
２
江
戸
幕
府
鵬
場
制
度
の
概
要
３
鷹
揚
の
種
類
４
幕
府
鵬
場
役
人
の
諸
系
統
５
鳥
見
役
の
権
限
を
考
え
る
６
綱
差
役
の
成
立
と
そ
の
役
割
７
鷹
狩
の
実
態
８
村
方
の
鷹
場
組
織
９
鷹
場
負
担
に
か
か
わ
る
村
方
史
料
、
鷹
を
め
ぐ
る
礼
秩
序
本文中にも随所に図版・図表などをまじえ（年表がほしいが）、
「鷹場制度関係研究論文目録」をつげてある。
鷹場とは「鷹狩をする場所」というより、鷹場法度の統制下、
鷹場役人の管轄下にあり、鷹場負担を果たしている村々である。
近世の鷹場は幕藩領主の支配下にあって鍵民生活の場としての村
そ
の
も
の
で
あ
り
、
村
方
文
書
に
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
鷹
場
に
関
す
る
史
料
が
含
ま
れ
る
と
い
う
。
近
年
、
国
家
史
。
政
治
史
・
農
村
史
や
社
会
経
済
史
な
ど
諸
分
野
の
研
究
が
進
む
な
か
で
、
鷹
場
制
度
の
検
討
の
重
要
性
が指摘されている。
共著者の村上直教授は『目黒区史』通史編に「雁場と目然六か
村
」
の
章
を
設
け
、
江
戸
近
郊
駒
場
野
の
鷹
揚
の
全
貌
を
初
め
て
詳
し
く
考
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あ
る
旧
庄
内
藩
士
が
、
明
治
五
年
数
え
年
二
十
一
歳
の
元
日
か
ら
、
昭
和
一一一年、七十七歳で没する直前までの日記を書き残している。日記
の主・黒崎与八郎（号研堂）は、藩主の一門酒井家の三男として
ざ
と
卵
ご
嘉、氷五年（一八五一一）出羽国鶴ヶ岡城下で生まれた。父了明は塵
け
い
じ
応年間に家老聯をつとめている。幼名敬治。藩校致道館に学び、
戊辰役には長兄の酒井玄蕃（大隊長）とも出陣したが、農兵小隊
長
で
負
傷
し
た
。
明
治
元
年
九
月
戦
死
し
た
黒
崎
与
助
（
家
禄
四
五
○
石
）
察
し
て
お
り
、
史
料
と
な
っ
た
川
井
家
文
書
の
一
部
は
本
書
の
６
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
根
崎
光
男
氏
は
卒
業
論
文
こ
の
か
た
騰
場
制
度
研
究
に
打
ち
こ
ゑ新生面を開いた若手研究者で、前記の文献目録に↓、芥川龍男
「
戦
国
武
将
と
鷹
」
な
ど
九
十
余
点
の
う
ち
、
同
氏
の
論
考
十
二
点
を
数
え
る。本書は①「近世農村文書の読み方・調べ方』（北原進）、②『伊
豆
七
島
文
書
の
読
承
方
・
調
べ
方
』
（
段
木
一
行
）
な
ど
と
と
も
に
古
文
書
入
門
叢
書
の
一
冊
⑥
で
あ
る
が
、
史
料
だ
け
で
な
く
、
鷹
場
制
度
の
す
べ
て
を
知
る
の
に
好
適
の
解
説
書
で
あ
り
、
今
後
の
鷹
場
制
研
究
に
も
必
読
の
文
献
と
い
え
よ
う
。
〔昭和六十年八月刊、定価二、○○○円、’八八頁、変形庭・＠
×９．ｍ目雄山閣出版〕
（安岡昭男）
螺鯛庄内日誌』第一巻・第一一巻
新刊紹介
の
家
を
継
ぎ
、
名
を
黒
崎
与
八
郎
。
藤
と
改
め
る
。
庄内藩は明治二年九月大泉藩と改称し、一一一年九月常備兵六小隊
た
だ
す
鉱
を編成するが、十一月に練兵修業のため旧藩主酒井忠鰐が鹿児島
に連れた七十人に透ばれ参加し、四年一一一月帰国した。六小隊は五
年一一一月解隊されたが、同年八月から始まる後田山開墾の三十数隊
のうち、旧藩士による六組に、その組織が生かされた。
研堂らは開墾に精励し、明治八年には開拓長官黒田清隆の要請
に応じ派遣された六小隊の一員として、札幌郊外の開拓に従事し
た。明治十年西南戦争が勃発すると、西郷南洲の恩義に報いる挙
藩応援を策して長老らに説得されたが、なお単身上京し警戒厳重
のためやむなく横浜から鶴岡に引返した。
明治十三年、開墾隊長に挙用され、開墾士族（御家禄派とよば
れる）の幹部となり、旧藩公ドイツ留学からの帰国後は近侍する
機会も多くなった。金禄公債を托した菜が翌十四年破産し、家計
窮迫の厄に遭ったが何とか切抜ける。一一十二年には鶴岡士族が設
立した金融会社（済急社）の三代目社長に就任し、大正九年の同
社解散時におよんだ。この間、明治二十七年から十六年間、鶴岡
町会議員をつとめている。三度目の鹿児島訪問（昭和二年、南洲
翁五十年）から帰って程なく、翌三年早々脳出血で倒れ一月十六
日永眠し、鶴岡の禅源寺に葬られた。
研堂は儒者として詩文にすぐれ笙・笛をよくし書画に秀で蒙刻
にも巧承で、また算数に恥長じていたという。自ら道を求めまた
郷党の子弟を薫陶するという儒教と武士道の真髄を体得した典型
的人物と称されている。
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研堂の日記は漢文で、前記のように明治五年一月一日から昭和
三年一月病に倒れるまで足かけ五十七年にわたって書き続け、一
年分ずつ綴じてあり、原本は鶴岡市の致道博物館に保管されてい
る。その漢文は返り点・送り仮名のない白文であり、明治五年（壬
と
ん
た
ん
申）の表紙には「桾灘日誌」の四字を大きく、また九年（丙子）
は「柔兆困敦」と書くなど、干支の異称を表題にした漢学者の日
誌である。
山添直氏は年来この漢文日記の現代語訳と注解という困難な仕
事に取り組糸、久保威夫・田中正直両氏の協力を得て、一一冊十ヶ
年分まで刊行の運びとなった。第一巻は明治五年から同十一一年ま
での八年分、第二巻は明治十三・十四年分を収めている。内容は
日常の起居から同志知友との往来交際、読書講義、開墾事業の事
など万般にわたるが、時事の所感（例仙②）も見られる。
⑩山形県農民が起こした封建地代廃止を求める「ワヅ。（臓動」で
は
、
明
治
七
年
九
月
十
一
日
の
項
に
、
鼠族（原文、木鼠）の罪は頂点に達し、頑民の嬬慢は極まる
ところを知らず、ここに及んで遂に大鋤をふるって根こそぎ
取り除こうということになった。孔子のいわゆる「寛と猛と
を
併
せ
用
い
て
そ
の
弊
を
す
く
う
」
と
い
う
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う。
（第一巻二二九ページ）
と
謹
直
な
漢
学
者
ら
し
い
記
述
が
あ
る
。
②これが一八八一年一一一月一一一一日、ロシア皇帝アレクサンドル二世
暗殺の報になると、明治十四年三月二十五日の記事で、「ロシア
皇帝アレキサンダー二世が兇漢のため暗殺される。白圭はこれを
法
政
史
学
第
三
十
八
号
聞いて悲しゑ哀れんでいたが、私は心中ひそかに喜ぶ」としてい
る。原文は「魯西亜帝為賊試白圭聞之側然予心私悦焉」、これだけ
であとは村度するほかない（第一一巻一四七、一五一・ヘージ）。白圭と
は第一巻にある「人名、事項検索の手引」により赤沢源衛（開墾
士族惣代）と知り得る。
第一巻台絵写真とも五五四ページ）は解説と黒崎研堂略年表を載
せ、第二巻（二二七ページ）には、第一巻では割愛された日記原文
（漢文）明治十三・十四両年分を各月末に掲げてあり、口語訳と
対照できる。これまで刊行された分だけでも、没落過程における
失業武士団の生態や当時の世相の一端をうかがえる、明治前期の
地方史料として貴重な記録といえよう。
研堂が当初から尽力し、大正十年には総監督になった松ヶ岡開
墾
場
は
、
幾
多
の
苦
難
を
経
て
創
業
百
十
余
年
の
今
日
も
な
お
維
持
経
営
を
されている。山添直氏は研堂の外孫で、木学矢内原伊作教授の姻
戚に当られる。高齢の編訳者の加餐と本書の続刊を切にお祈りし
たい。
〔庄内日誌刊行会発行、東洋書院（サンヶイピル別館内）発売、第一巻
昭和五十九年五月刊八五○○円、第二巻六十年一月刊一一一五○○
円〕
（安岡昭男）
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最
後
の
石
炭
政
策
と
も
い
わ
れ
る
「
第
八
次
石
炭
政
策
」
Ｃ
九
八
七
年
度
以
降
）
が
現
在
審
議
さ
れ
て
お
り
、
今
年
（
八
六
年
）
夏
に
も
石
炭
鉱
業
審
議
会
の
答
申
が
ま
と
ま
る
と
い
う
。
我
々
、
一
般
「
都
市
生
活
者
」
が
持
つ
炭
坑
・
産
炭
地
に
対
す
る
知
識
は
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
で
報
じ
ら
れ
る
失
業
者
問
題
、
悲
惨
な
坑
内
災
害
、
国
内
外
炭
の
価
格
差
、
筑
豊
の
荒
廃
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
何
故
そ
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
る
の
か
？
と
い
う
素
朴
な
疑
問
に
的
確
に
答
え
、
さ
ら
に
解
決
策
ま
で
を
も
示
す
の
は
至
難
の
業
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
、
今
日
の
石
炭
産
業
が
抱
え
る
問
題
を
平
易
に
歴
史
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
る
。
そ
の
意
味
で
広
く
一
般
の
人
々
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
で
あ
る
。
本
書
に
お
け
る
著
者
の
課
題
意
識
は
、
き
わ
め
て
ス
ト
レ
ー
ト
か
つ
今
日
的である。
「九州の中心的産炭地であった筑豊・三池をとりあげ、地底で生
き
る
炭
坑
労
働
者
た
ち
の
姿
と
、
基
幹
産
業
を
支
え
、
歴
史
の
歯
車
を
き
し
ませながらもまわしつづけ、『地底の叫びを炎』として燃えあが
ら
せ
た
炭
坑
労
働
者
た
ち
の
生
き
ざ
ま
を
、
日
本
近
代
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
ふ
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
歴
史
の
な
か
で
炭
坑
労
働
者
た
ち
が
『
地
底
の
叫
び
』
と
し
て
訴
え
つ
づ
け
て
き
た
問
題
を
、
新
藤
東
洋
男
署
『赤いポタ山の火ｌ筑豊・三池の人びとｌ』
新
刊
紹
介
今後のエネルギー政策のなかに正しく位置づけ、民族の課題とし
ての石炭産業の民主的再建の指針にと訴えるものである。」（七頁）
本書の構成は以下のようである。
プ
ロ
ロ
ー
グ
ー
筑
豊
炭
銘
を
支
え
た
人
び
と
一
筑
豊
炭
鉱
の
労
働
者
た
ち
二
筑
豊
炭
鉱
に
お
け
る
差
引
問
題
三
地
底
の
叫
び
が
炎
と
な
る
と
き
Ⅱ
三
池
鉱
山
に
生
き
る
一
三
池
鉱
山
の
労
働
者
た
ち
二一一一池鉱山と因人労働者たち
一一一三井一一一池鉱山と与論島の労働者たち
四
三
池
で
燃
え
た
闘
い
の
火
Ⅲ
戦
中
・
戦
後
状
況
と
合
理
化
攻
勢
一
戦
中
・
戦
後
状
況
と
炭
鉱
国
管
問
題
二
合
理
化
攻
勢
と
炭
鉱
問
題
一一一一一一池争議の歴史的意義
Ⅳ
合
理
化
攻
勢
後
の
筑
豊
と
三
池
一
筑
豊
復
興
闘
争
に
と
り
く
む
二
大
牢
田
の
再
建
め
ざ
し
参
考
文
献
・
史
料
紹
介
本
書
関
連
年
表
本書は、日本資本主義発展の土台を支えた九州産業地の炭坑資
本による、炭坑労働者の抑圧と搾取のシステムの歴史的分析と、
’九六○年の「安保・’一一池闘争」を頂点とする労働者の解放への
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努力の歴史を叙述しているが、特に以下の一一点について、著者が
描く筑豊・一一一池の近代史は個性的である。
第一点。「三池鉱山と地域社会の史的分析の作業にとりかかっ
てあう一一四年の歳月がすぎ」た著者は、筑豊・一一一池を舞台とする
差別問題と地域民衆の連帯に力点を置く。例えば、筑豊での部落
差別、解放闘争における「水」・「農」・「労」の「一一一角同盟」、
朝鮮の被差別身分「白丁」の運動を媒介とする坑夫の「日朝連
帯‐一、一一一地の与論島労働者に対する差別が資本による労働者階級の
分断政策、低賃金政雛を持続させる条件であったこと。一九一一四
年の一一一丼一一一池争議は「悪水」と「毒煙」の公害反対運動を媒介と
した坑夫・商人・農民の共闘であったこと等女。更に、石炭合理
化の嵐の後昭和五○年代、両地域に展開し始めた復興運動が広範
な地域・階屑を巻きこんだ運動であることを著者は報告する。
第二点。「資本主義を支えさせられた女子労働者」としての
「女子炭鉱労働者の問題を、歴史学界の問題としてとりあげ、歴
史の正しい舞台の上に位置づけたいと思う」（一一一○四頁）という
著者は、女坑夫の後山としての過酷な坑内労働と「子育て」から
筑豊の坑夫の生活を説き始める。また、かつて坑内で働いた老女
達の昔話を歴史の証一一一一口として本文中にちりばめているのである。
なお、本書巻末の参考文献・史料紹介は八頁にわたる詳細かつ
体系的なものであり、石炭問題・炭坑史を学び始めようとする人
人には格好の入門書となるであろう。
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○全て一九八五年に刊行されたものです。
〔一九八五年一○月刊、一八○○円、四六版一一一一一八頁日
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